自然体験交流センター　活動展開例
	№

Ⅵ-１
	活動名
	センター周辺

自然観察
	対　　象
	小学校
中学年以上
	活動可能人数
	40人

	
	
	
	所要時間
	150分
	活動場所
	センター周辺及び　板荷地区内

	準備物
	個　人・学　校
	セ　　ン　　タ　　ー

	
	救急セット、虫よけスプレー、筆記用具等

	


	活　　動　　内　　容
	時間

（分）
	留　　意　　点

	１　外部講師の紹介などを行う。

２　班ごとに指導者から自然観察についての見どころなどについて聞く。
３　観察開始
①せせらぎプール
②観察場所については外部講師が事前に下見の上、当日までに決定しておく。

	５
15
130


	○夏季は虫に刺されないように虫よけスプレーを用意する。冬季は帽子・長袖・長ズボンで防寒対策をして行う。
○安全面など細かな留意点を周知させ、約束を守って活動するよう働きかける。


自然体験交流センター　活動展開例
	活　　動　　内　　容
	時間

（分）
	留　　意　　点

	１　外部講師の紹介などを行う。

２　あんば様の話を聞く。
	5

45
	○あんば話を聞いて、語り手と一緒に鹿沼の伝統的なお祭りに親しむ活動であることを伝える。

○内容については、事前に学校と外部講師で打ち合わせを行う。


	№

Ⅵ-２
	活動名
	あんば様の話
	対　　象
	小学校

中学年以上
	活動可能人数
	100人

	
	
	
	所要時間
	50分
	活動場所
	研修室

	準備物
	個　人・学　校
	セ　　ン　　タ　　ー

	
	筆記用具等
	マイク等
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